
京都府食の安心・安全行動計画
に基づく施策の実施状況

（平成２４年度）（案）

平成２５年３月

京都府



■数値目標の達成状況等一覧

取組内容 取組数
(参考）
80%以上
達成

１相互理解と府民参画

食育を通じた知識の向上

情報提供の推進

府民参画の推進

４

２

５

３（７５％）

１（５０％）

４(100％）

１（５０％）

２(100％）

4（８０%)''4(80%）

リスクコミュニケーションの推進 ２ ２（１００％）

小計 １３ １０（７７％） 11（８５％）

２監視・指導の強化

食品衛生管理対策 ７ ７（１００％） ７(100％）

小計 １２ １２（１００％） 12(100％）

３安心・安全の基盤づくり

安全な食品の生産・製造・加工及び

流通の確保
７ ５（７１％） 5（７１％）

小計 １４ フ（５０％） 11（７９％）

合計 ３９ ２９（７４％） ３４(87％）



■食の安心･安全行動計画に基づく施策の実施状況(平成24年度）

【平成24年度数値目標の達成状況】

Ｏ全39項目のうち100％以上達成29項目(74％）

【主な施策の実施状況】

計画実績出画比柱 取組 計画 実紙 計画比 内容

①
相
互
理
解
と
府
民
参
画

｢食農体験農場｣の設置箇所数
(累計:箇所）

食に関する指導計画の策定学校数
(累計:箇所）

ﾘｽｸコミュニケーションの開催同鋤
(回／年）

消畳者､生産者との意見交換
(回／年）

５

４１１

1０

1０

1１

４１１

1２

1７

220％

100％

120％

170％

野菜の栽培や家畜の飼育､食の安全磁保につ
いて学べる体験型農塙を登録

府教育委員会所管の全校で策定

24年度テーマ

･食品中の放射性物質
･残留農薬

･京都府における食の安心･安全に関する取組
尋

24年度テーマ
･有機農業実践者の取組
･安心･安全な地元産食材の利用について
･農産物直売所における食品表示等

②
監
視
・
指
導
の
強
化

家畜伝染病予防法に基づく検査実麹
頭羽数(千頭羽／年）

貝毒プランクトンの監視調査件数
(件／年）

食品等の収去検査検体数
(検体／年）

無承潔驍貯可医薬品の監視
(件／年）

原産地表示等に係る指導･啓発
(店／年）

2０

2０

750

1,000

300

2０

2０

750

10000

300

100％

100％

100％

100％

100％

家畜伝染病予防法に基づく対象家畜(牛､豚、
鶏等)を定期的に検査

食中毒の原因となる貝毒の監視のため､海水
中の貝毒原因プランクトンの生育状況を鯛査

府内で生産･製造又は販売される食品簿に対
し､残留農薬､組換え遺伝子､食品添加物等に
ついて検査。

｢いわゆる健康食品｣等の販売広告や店舗を監
視し､健康被害の未然防止や違法広告を排
除。

食品表示パトロールを通じて､食品衷示の適正
化について指導啓発
｢うなぎ蒲焼｣10点を買い上げ､原料原産地表
示について科学的手法を用いて確麗。

③
安
心
・
安
全
の
基
盤
づ
く
り

農薬管理指導±の璽定者数
(累計:人）

食品衛生推進貝又は食品衛生指導
貝による巡回指導(件／年）

トレーサピリティシステムの確保され
た鶏卵･麺肉取扱店舗数(累計:店）

900

5,500

5０

1,017

50500

8２

113％

100％

164％

農薬安全使用を推進するリーダーとして.農産
物直売所構成員､防除巣者等を対象に圏定
し､適正な農薬の取り扱いを啓発鯵描＝

保健所と連携し､飲食店等の衛生状魍の点検
を集中的に行い､食品関係事業者に対する指
導・助言を積極的に実施。

府内大型小売店6店舗を新たにｶﾛえた。



■８０%未達成の取組と未達成の理由

⑳皇蕊曇童騨墨|・霧隻里i鶏ljiiW軒；
後|、

４７呪

⑳自主的に青果物の
残留農薬分析を実
施する直売所数

目標１５カ所
実績７カ所

(４７％） 蕊』溌蕊|…’

80%未達成の取組 未達成の理由と今後の取組 担当課

⑤メールマガジン会
員登録者数（人）

目標1,000人
実績540人

(５４％）

.くらしの安心推進員へのＰＲなどにより－
定増加したが、他へのＰＲ不足や配信内容
の魅力不足などにより未達成となった。
･今後は、次期行動計画の課題としている府
民へのきめ細かな情報発信媒体の一つとし
て、アンケート等により配信対象者のニー
ズを把握しながら、配信対象者の満足度を
少しでも高められるよう内容・配信方法な
どの見直し・工夫を行う。
.また、くらしの安心推進員の増加計画にも
合わせながら府民へのＰＲを行い、引き続
き登録者数の拡大を図る゜

食の安心.
安全推進課

⑨食の安心・安全脇
働サポーター数

目標1,000人
実績258人

(２６％）

．「くらしの安心推進員」を対象に研修を行い
｢食の安心・安全協働サポーター」として
養成し、一定増加したが、呼びかけ対象の
研修対象者数が限られていたことなどから
人数目標は未達成となった。
･今後は、現在の協働サポーターの活用を図
り、府民参画の取組（食品表示の監視やア
ンケート等による意見提出など）を進める
ため、計画的な食品表示等の研修や継続的
な情報提供により、知識・資質の向上を図
る ◎

．また、くらしの安心推進員の増加計画に合
わせて、協働サポーター数の増加にも引き
続き努める。

食の安心．
安全推進課

⑳認証GAP(第三者）
件数（件）

目標５件
実績２件

(４０％）

･国庫事業を活用して、ＧＡＰ手法を導入し
ようとする産地を支援してきており、ＧＡ
Ｐに取り組む生産者・産地は着実に増加し
たものの、認証には経費が必要であり、多
様な販売先にＧＡＰ認証をＰＲする必要性
も低いことから、認証まで至らず未達成と
なった。
･販路拡大など経営強化に取り組む生産法人
等が認証に向けた準備を進めているところ
であり、
合わせ、

認証が取得ができる産地の育成と
取組の高度化を支援していく。

農産課



･農薬使用履歴の記帳指導を引き続き進める
なかで、導入可能な国庫事業等も検討しつ
つ推進を図る゜ ｜’

⑮きょうと信頼食品
登録事業者数（業
者）

目標150事業者
実績５７事業者

(38％）

.高い数値目標にチャレンジしたが、「登録基
準である工程管理表の作成について手作業
の職人技を要する工程の作成が苦労」「少人
数で記帳が困難」等の理由で登録事業者数
の達成ができなかった。
･一方｢登録後はクレーム数が大幅に減った」
｢担当者による差のない統一的な作業がで
きるようになった」「記帳が当たり前になっ
た」などの評価を得ている。
･今後は、パンフレット作成など消費者への
ＰＲを積極的に行い、事業者のメリット感
を高めながら、業種毎に戦略的に登録推進
を行い、府内食品加工事業者における品質
管理レベルの底上げを図る゜
.併せて、これまで進めてきた☆レベルから、
さらにワンランク上の☆☆（二つ星）品質
管理プログラムを作成し、挑戦する事業者
の登録推進を図る゜

食の安心．
安全推進課



■取組個別表

１相互理解と府民参画
’

食育を通じて食品の安全性についての基礎知識を深めるとともに、消費者及び食

品関連事業者、関係団体、行政等が情報を共有し、意見交換を行い、消費者と食品

関連事業者の相互理解を進めます。さらに、京都府の食の安心・安全施策に府民の

意見を反映したり、きょうと食の安心･安全協働サポーターや関係者が協働して様々

な取組を行うなど府民参画を推進します。

（１）食育を通じた知識の向上

数値目欄ｃ数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*鶏|蜆iA*

食育推進計画

策定市町村の

割合

担当課

食の安心・安

全推進課

１９％

(５市町）

計菓
画吐

（
累
叶
）

実
績

３８％

(１０市町）

３８％

(１０市町）

(瀬比：１００９

５０％

(１３市町）

５７．７％

(１５市町）

(綱Ni：ll5il）

７０％

(１８市町）

６１．５％

(１６市町）

(躯１t：８９$）

取組内容とその効果

府内５ブロック（乙訓、山城、南丹、中丹、丹後）で市町村食育

担当課長会議を開催し、府・各市町村の計画策定や推進状況につい

て、報告・意見交換を行い、計画づくりの必要性や効果を啓発する

ととに、計画推進の具体的な取組の参考とした。

[未達成の理由］

健康増進計画等市町村の他の計画と併せて作成を検討している市

町村が、調整不調や改訂時期のタイミングが合わなかった等により
作成に至らなかった。

数値目標の考え方

京都府食育推進計画期間（H23～27年度）での達成を目指し、毎年
3～５市町村の策定を目標にしています。

参考

市町村食育推進計画

食育基本法により市町村はその区域内における食育の推進に関する施策につい

ての計画を作成するよう努めなければならないとされています。



数値目標数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*鶏|蜆iA＃

親子研修会等

の開催回数

(回／年）

担当課

食の安心・安

全推進課

０

計
画
実
績

１

１

(計鋤：１００il）

３

３

(糖比：１００９

５

５

(瀬比：100》

取組内容とその効果

各地域で実施される親子研修等で、「農薬って使っても安全なの？」

｢お肉は生では、食べないで！」といった身近なテーマで食の安全に

関する研修を実施した。子供だけでなく親も含め、食の安全に対する

基礎的な知識の習得と理解につとめた。

数値目標の考え方

出来るだけ多くの府民に参加してもらえるよう府内５カ所、各１回

開催することを目標にしています。

参考



数値目標

担当課

数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*鶏１t鼬*

｢食農体験農

場」の設置筒

所数（箇所）

担当課

食の安心・安

全推進課

０

（
累
計
）

計
画

実 〆へ

累

績吐

１

２

(計鰍：２００il）

１

２

(瓶1t：２００il）

５

１１

登録1０

股陞のみで

未登録１

(計馴:220＄）

取組内容とその効果

食農体験農場の設置を推進するとともに、平成24年度から登録制

度を設け府民への情報提供による利用促進を図った゜

数値目標の考え方

平成26年度20ケ所（各広域振興局４カ所及び京都乙訓地域４カ所）

を目標に、２４年度には各広域振興局及び京都乙訓地域に各１カ所ずつ

としています。

参考

食農体験農場

野菜を栽培したり、家畜を飼育したり、食の安全確保について学んだりできる体

験型農場



数値目標数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*鶏I蜆LJI（

食に関する指

導計画の策定

学校数（校）

担当課

保健体育課

２７４

計
画
実
績

４１７

４００

(計馴：，９６il）

４１２

４１２

(計薗Hi：１００９

４１１

４１１

(摘比：１００iＯ

取組内容とその効果

京都府食育推進委員会において食育参考資料集を作成配布し、各学

校での計画的な食育推進を支援。

食に関する指導計画を策定することにより、教職員の共通理解のも

と、計画に基づき学校教育活動全体での食育を推進していくことがで

きた。

数値目標の考え方

全校（京都府教育委員会所管の学校）での策定を目標にしていま
す●

参考

食に関する指導計画

学校での食育は、子どもたちが「食」について計画的に学ぶことがで

きるよう、給食の時間をはじめ、各教科等における食に関する指導を体

系付け、学校教育活動全体を通じて実施することとなります。

学校における食育の推進に当たっては、学校全体や学年ごとの指導目

標の設定、各教科等における食に関する指導の年間計画などについて盛

り込まれた、食に関する指導計画を策定しています。



（２）情報提供の推進

数値目解数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

’２３年度 24年度

*鶏li郷ハ

メールマガジ

ン会員登録者

数（人）

担当課

食の安心・安

全推進課

４２６

計鼠
画吐

実菓
績吐

５００

４４９

(緬比：８９＄）

５００

５４０

(糖化：１０８iリ

１ ０００

５４０

(調1t：５４１リ

取組内容とその効果

隔週発行し、くらしの安心推進員、リスクコミュニケーター及び主

催するイベント等の場でメールマガジンを紹介し､登録を働きかけた。

[未達成の理由］

.くらしの安心推進員へのＰＲなどにより一定増ｶﾛしたが、他へのＰ

Ｒ不足や配信内容の魅力不足などにより未達成となった。

･今後は、次期行動計画の課題としている府民へのきめ細かな情報発
信媒体の一つとして、アンケート等により配信対象者のニーズを把
握しながら、配信対象者の満足度を少しでも高められるよう内容.
配信方法などの見直し・工夫を行う。

.また、くらしの安心推進員の増ｶﾛ計画にも合わせながら府民へのＰ
Ｒを行い、引き続き登録者数の拡大を図る。

数値目標の考え方

毎年度、登録者数を増加させることを目標にしています。

参考

メールマガジン

京都府の食の安心・安全についての取組とそれに関する報告や調査・検査結果を

あらかじめ登録いただいた方に情報提供しています。（原則隔週）



数値目標数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*鋼|j【HiAJ

広告ちらしに

よる情報提供

協力店舗数

(店）

担当課

食の安心・安

全推進課

１０６

（
累
計
）

計
画

実豆
績肚

１１０

１０６

(糖化：９６il）

１２０

１３６

(霜|t:113$）

１５０

１５０

(計薗1t:1N$）

取組内容とその効果

各店舗や系列店本部に広く制度内容･情報を伝え、協力店の増加を
要請した。

数値目標の考え方

毎年度、協力店舗数を増ｶﾛさせることを目標にしています。

参考

広告ちらしによる情報提供協力店

食品表示の見方、食中毒予防のため気をつけることなど気をつけることなど食の

安心・安全に関する身近な情報について、広告ちらしや店頭での掲示等によって情
報提供を行っています。



（３）リスクコミュニケーションの推進

数値目欄数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*識|規泌

リスクコミュ

ニケーターの

人数（人）

担当課

食の安心・安

全推進課

０

計鼠
画吐

実鼠
績吐

１０

１０

(瀬|t：100$）

２０

２４

(計画１t：１２０１１）

３０

３２

(計馴：１０７＄）

取組内容とその効果

平成22.23年度は、リスクコミュニケーター育成研修を開催し、２４

名のリスクコミュニケーターを育成した。

２４年度は大学等と連携して、放射性物質をテーマにリスクコミュニ

ケーターを育成した。

数値目標の考え方

府内５地域に年２人を育成、平成22年度～24年度の３年間で計30名

の育成を目標としています。

参考

リスクコミュニケーター

消費者、食品関連事業者等の相互理解を深めるリスクーミュニケーションにおい

て、意見や論点を明確にし、相互の意志疎通を円滑にする役割を担う人材のこと。

リスクコミュニケーション

リスク分析の全過程において、リスク管理機関、リスク評価機関、消費者、事業

看、流通、小売りなどの関係者がそれぞれの立場から相互に情報や意見を交換する

こと ｡



数値目標

担当課

数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*鋼|蜆iA*

リスクーミュ

ニケーション

の開催回数

(回／年）

担当課

食の安心・安

全推進課

０

計
画
実
績

５

４

(糖比：８０１１）

５

５

(計薗ｌｔ：１００＄）

１０

１２

(糖比：ｌ２０ｉ）

取組内容とその効果

消費者が関心に高いテーマにリスクコミュニケーションを開催。

京都市内だけでなく、広域振興局管内でも食品中の放射性物質等を

テーマに開催した。

各テーマについて、専門家との意見交換や参加者同士の意見交換を
行った。

また、消費者団体と連携した取組や府の施設を利用した体験型のり

スクコミュニケーションの取組を行った。

【24年度のテーマ】

食品中の放射性物質、残留農薬、京都府の食の安心・安全の取組等

数値目標の考え方

府内５カ所､それぞれ年２回程度開催することを目標にしています。

参考



（４）府民参画の推進

数値目標ｃ数値目標

取組 21年度

実績

22年度

年度別

23年度 24年度

*議臨LｊＩｌ

食の安心・安

全協働サポー

ター数(ん8MK）

担当課

食の安心・安

全推進課

０

計稟
画吐

実黛
績赴

２００

８８

(計画１t：４４$）

２００

２１３

(瀬１t：106$）

１ ０００

２５８

(計離：２６$）

取組内容とその効果

消費生活安全センターや市町村と協力して府内各所で食の安心・安

全に関する研修会を開催し、食の安心・安全協働サポーターの登録を

推進した。

サポーターに対し①日常生活の中で見つけた食品表示欠落等の情報

の府への提供、②食の安心・安全に関する情報を身近な人に提供、③

府が実施するアンケート調査等への協力を依頼している。

[未達成の理由］

．「くらしの安心推進員」を対象に研修を行い「食の安心・安全協働

サポーター」として養成し、一定増加したが、呼びかけ対象の研修

対象者数が限られていたことなどから人数目標は未達成となった。

･今後は、現在の協働サポーターの活用を図り、府民参画の取組（食

品表示の監視やアンケート等による意見提出など）を進めるため、

計画的な食品表示等の研修や継続的な情報提供により、知識・資質
の向上を図る゜

.また、くらしの安心推進員の増加計画に合わせて、協働サポーター

数の増ｶﾛにも引き続き努める。

数値目標の考え方

毎年度、登録者数を増加させることを目標にしています。

参考

食の安心・安全協働サポーター

府は、食の安心・安全協働サポーターを「京都府くらしの安心推進員（食品表示

チーム)」に位種付けて推進しています。






























































